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        趣  旨 

 

東日本大震災により生じた災害廃棄物については、本県と

しては、その受け入れに協力する旨を４月に表明したところ

でありますが、その後、放射性物質の飛散が被災地の広範囲

に及んでいることが報道され、県民・市民の皆様にご理解と

ご納得いただける十分な情報とデータ、説明が必要との声が

強くなってまいりました。 

 

本県としては、もとより被災地の復興を強く望み、できる

限りの支援をしているところであり、その基本姿勢は、現時

点でもいささかも変わりませんが、災害廃棄物の受け入れと

いう問題を検討する上で、まずは市町村ともども県民・市民

の皆様にご理解とご納得をいただくことが不可欠であると

考えております。 

 

こうしたことから、次のとおり質問事項を提出しますので、

具体的で納得できる情報とデータ並びにご見解をお示しい

ただきますよう、お願い申し上げます。 



質  問 

質問１ 災害廃棄物の受入れ基準の設定 

災害廃棄物について、通常の廃棄物と同様に埋立処分が可能とさ

れる放射性セシウム濃度の基準（１kg 当たり 8,000 ベクレル以下。

以下「埋立基準 8,000 ベクレル」という。）は示されているが、受け

入れ、運搬、保管時等の焼却前における廃棄物の放射性物質の濃度

基準がないと、その時点での安全性を県民に説明できない。そこで、

焼却前段階における災害廃棄物の放射性物質の濃度基準を設定する

ことが必要と考えられるが、見解を示されたい。 

 
質問２ 放射性物質の飛散がほとんどない地域における対応 

災害廃棄物の処理については、全国一律の基準が設定されている

が、放射性物質の飛散がほとんどないこの地域の県民感情に配慮す

ると、県民の理解をいただくためには、さらにきめ細かな基準が必

要と考える。 
このため、こうした地域における、より安心できる基準を設定す

るといったことも考えられるが、見解を示されたい。 
 

質問３ 埋立処分地跡地利用とそれを利用する県民の安全性の視点

からの基準の設定 

 埋立処分地跡地の利用については、通常、工場等事業用地や、公

園、畑・果樹園等農地など様々な形態がある。その中で埋め立てる

焼却灰等が埋立基準 8,000 ベクレルを超えない場合であっても、『埋

立処分終了後の跡地については、十分な安全性が確認されない限り

「居住等」の用途に供することは避けること』とされていることか

ら、埋立後の安全性を県民に明確に説明するためのきめ細かな情報

と基準が必要と考えられる。このため、跡地の利用形態ごとに、そ

れを利用する県民の安全性の視点から、きめ細かな安全基準を設定

することも含め、見解を示されたい。 
 
質問４ 放射性物質の濃度基準を超えた場合の処理 

災害廃棄物の焼却灰について、埋立基準 8,000 ベクレルを超えた

場合に、県民にどう説明し、その焼却灰についてどう処理すべきか、

見解を示されたい。 



質問５ 放射性物質のモニタリング 

災害廃棄物を処理する際の保管場所、焼却施設、埋立処分地の周

辺環境の安全性を県民に理解してもらうため、放射性物質のモニタ

リングの実施が不可欠であり、その手法及び判断基準が必要と考え

られるが、見解を示されたい。 
 

質問６ 災害廃棄物の焼却等に伴う施設管理 

災害廃棄物を焼却施設等で処理した場合に、放射性物質等による

バグフィルター等施設そのものへの影響が考えられる。そうした影

響を踏まえた、きめ細かな処理方式ごとの運転管理マニュアルが必

要と考えられるが、見解を示されたい。 
 

質問７ 焼却施設のタイプ別の安全性確保 

焼却施設には溶融方式など複数の燃焼形式があり、飛灰中の放射

性物質の濃縮度合いの違いがあると考えられるため、燃焼形式ごと

の実測データ等が必要と考えるが、見解を示されたい。 
 
質問８ 放射性物質を除去する技術の確立 

災害廃棄物については、放射性物質をできるだけ除去する技術を

国を挙げて早急に確立し、その技術を災害廃棄物の処理に活用して

いく必要があると考えるが、見解を示されたい。 
 

質問９ 災害廃棄物の焼却に伴う排出ガスに係る安全性の周知 

災害廃棄物を焼却した場合に、放射性物質は、集塵装置などでほ

とんど除去されると示されている。 
この内容について、県民がより理解できる分かりやすい資料を提

供する必要があると考えられるが、安全性に関する周知方法につい

ての見解を示されたい。 
 
質問１０ 風評被害対策 

災害廃棄物の処理を行う焼却施設や埋立処分地の周辺等において、

農産物等に対する風評被害の発生も懸念されるが、そうした事態が

起きた時の国としての対応についてどうお考えか、見解を示された

い。 
 


